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平成２３年度 赤穂市学校(園)評価 外部評価報告書
学校園名 赤穂市立御崎小学校

１ 本年度の学校(園)経営方針 総合的な学校園関係者評価
「確かな学力を身に付け、こころ豊かでたくましい児童の育成」を学校教育目標とし、知・徳・体のバランス 校長は、子どもたちにとって「楽しい学校、分かる授業、支え合う集団」づくりを

がとれ、たくましく生きる力を身に付けた児童の育成をめざす。そのため、分かる授業づくりに向けた指導方法 柱によりよい学校をめざして具体的な目標を重点化し、評価結果を、学校の取組の改
の工夫改善、楽しく心の居場所のある学校・学級づくり、健やかな心と体づくりの３点に重点をおいて取り組 善につなげている。昨年度の反省を踏まえ、今年度の重点目標を設定し、評価結果か
む。 らさらに次年度の改善の方策を明確に示している。ＰＤＣＡサイクル機能を充分に活
また、今年度から中西播特別活動研究大会の指定を受けていることから、特別活動を中心に、よりよく生きる かしていると言える。教職員は、目標を意識して授業に取り組み工夫を重ねているこ

ための自己決定力の確立と支え合える集団形成をめざすなど人間尊重の理念を大切にした教育実践を深め、家庭 とが、授業参観や行事から伝わってきた。来年度も、保護者や地域から更に信頼され
・地域と連携した信頼される学校教育の推進に努める。 るように、学校教育目標の具現化に向けた取り組みを心がけていただきたい。

２ 本年度の学校(園)重点目標
(1) 確かな学力を中核に、知徳体のバランスのよい人間力を育成する。
(2) 道徳教育・体験活動を充実し、「豊かな心」をはぐくむ。
(3) 共に支え合い、学びあう学級づくり・授業づくりをすすめる。
(4) 児童・保護者・地域の期待に応え、相互の信頼感のもとで学校づくりを進める。
(5) 地域の自然、歴史、文化を愛し、関わることを通してそのよさを語れる。

３ 自己評価結果 （Ａ～Ｄ） Ａ：達成した Ｂ：ほぼ達成した Ｃ：あまり達成できなかった Ｄ：達成できなかった ◎：適切である ○：ほぼ適切である △：あまり適切でない ×：適切でない
領 観 点 評 価 項 目 （学校園・教師の取組） 評価資料 達成状況 改善の方策 自己評価は 改善方策は 課題と来年度具体的改善方法
域 （重点目標） 評 価 指 標 および 目 標 値（期待される姿） 適切か 適切か

項目 学校教育の情報発信・啓発 アンケート ・継続的に、教育活動の取組について機会あ 総合的な学習の時間に地域の人材を活用したり、音楽会
開かれた 指標 学校や学級の教育活動が、行事や学校（学年）通信、学校ＨＰにより、家 教職員自己評価 るごとに情報発信を行う。 で中学校や高齢者大学のコーラス部を招待したりして交流
学校づくり 庭・地域に理解されるように努めた。 ・次年度も定期的にH.P.の更新を行い内容の を図るのは大変よいことだ。学校行事で地域の住民が学校
(家庭・地域 項目 地域の特色を生かした教育活動の推進 アンケート Ａ 充実を一層図る。 ◎ ◎ の様子を知る機会も適切に設けられている。
との連携) 指標 地域の人材を授業に活用するなど、住民参加型で家庭や地域 教職員自己評価 ・外部人材を活用した授業について保護者に 小学校と中学校、幼稚園、保育所が１つの場所に隣り合

学 の教育力を有効に活かす教育が推進できた。 授業記録 発信し、外国語活動等での地域人材の活用 って立っているので、ぜひ保幼小中で連携して子どもたち
項目 異校種・学校間の連携教育の推進 授業交流 を図る。 を指導して欲しい。特に、中学校とはつながりのある学習
指標 保幼小中の授業交流や学校間での児童・生徒理解について連携した。 教職員自己評価 ・小中の連携を深める。 や生活の指導を進めて欲しい。
項目 好ましい人間関係をつくる組織的な協力体制の充実 児童の様子 ・「御崎小３つの約束」について全職員で徹 いじめ問題や不登校問題に対して保護者が不安を抱かぬ
指標 生徒指導委員会を中心に、好ましい人間関係づくりや生徒指導上の課題解 教職員自己評価 底を図り規範意識を育てる。 ように、児童へのきめ細やかな観察と声かけ、家庭との連

校 生徒指導 決に、全職員が共通理解して指導を行ってきた。 Ｂ ・「あさがお運動」はまちづくり協議会と連 携を次年度も一層密に進めて欲しい。
項目 児童生徒の内面理解に基づく生徒指導の充実 児童の様子 携して意識化を図ってきたが、子どもたち ○ ○ 登校時、遅れてくる子どもを待っている地区があり、家
指標 児童の悩み、いじめや不登校問題に対し、早期発見・早期対応に努めてきた。 教職員自己評価 が実践できるよう家庭での取組も進める。 庭への働きかけが必要ではないかと思われる。
項目 「あさがお運動」の推進 児童の様子,アンケート ・支え合う集団作りと共に問題行動の早期発 「あさがお運動」が定着し、町づくりとＰＴＡが連携し
指標 家庭や地域とも協力し、「あさがお運動」の定着を図ってきた。 教職員自己評価 見、教職員の共通理解を進める。 地域力を高めているが、子どもの自主的な実践を図りたい

運 項目 健康意識向上と自己健康管理能力の育成 児童の様子 ・不登校傾向のある児童や問題行動のある 運動会やマラソン大会で見る子どもたちの姿はいきいき
指標 業間・昼休みの時間の外遊びや継続的な体力づくり運動、手洗いの励 保健記録 児童にとって、保健室が心の居場所となっ している。縄跳びの練習をしている姿もよく見かけ、子

健康教育 行等を進め、児童の健康管理意識の向上に努めた。 アンケート ている点は大切にしながら、一層学校環境 どもたちが活動的でよい。
項目 保健室の管理・運営 保健記録、児童の様子 を整えていく。 ◎ ◎ 携帯電話を持っている子どもたちやゲーム機を持って
指標 保健室の機能を生かした保健管理・保健指導、心の居場所づくりができている。 教職員自己評価 Ａ ・親子食育教室への関心が高かったので継続 いる子どもたちが増えている時代だ。学校でもインター

営 項目 「早寝・早起き・朝ごはん」運動の推進 アンケート 実施する。また、家庭でテレビやゲームの ネットの危険について指導してくれているが、一層指導
指標 推進委員会の計画に基づき、望ましい食習慣・生活習慣の定着に向け、家庭の協力を得ながら推進した。 教職員自己評価 時間が長いので、過ごし方を啓発する。 を徹底させて欲しい。
項目 防災教育・安全教育の実践 防災授業研究 ・防災訓練に継続して地震・津波の避難訓練 登下校の安全確保にきちんと取り組み、学校・家庭・地

安全教育 指標 授業や防災訓練などで防災・減災の意義を伝え、児童の防災スキルや 避難訓練の実施 や教職員の訓練を入れるなど、自然災害、 域がよく連携している。
防災教育 防災意識を高めている。 教職員自己評価 Ａ 人為災害に備える。「命を守る教育」を道 避難訓練は年に３回実施するだけでなく、津波避難訓練

項目 危機管理体制の整備と実践的な研修・訓練 校内研修会 徳や特活で行い、事故防止や不審者 対応 ◎ ◎ や要援護者の救助訓練も行い、防災意識を高める取組が行
指標 防災計画や危機管理対応マニュアルに基づき緊急事態に対応できる。 教職員自己評価 のスキルの徹底を図る。 われている。今後も、防災体制の整備を地域との連携を
項目 児童の安全意識の向上 児童の様子 める。 きるような態度を育てることが必要である。
指標 学校と家庭が連携して登下校指導や校外・校内生活指導を充実させ、児童の安全意識の向上に努めた。 アンケート 学校が心の居場所になっているのは、すばらしい。
項目 学校の教育目標達成のための学校運営・責任体制の整備 教職員自己評価 ・学級経営案に数値目標を設定し、達成度を 学校の教育目標を意識して、学級経営に取り組んでいる
指標 よりよい学校、よりよい職員集団、よりよい自分になるためにプロ 学期ごとに確認し学校目標達成達成に向け ことが、自己評価からうかがえ、当初の目標は達成されて

組織運営 意識を持ち、意欲をもって職務・研修に取り組んでいる。 て更に取組を進める検証方法を生み出す。 いるように思われる。研究授業を通して、課題への共通理
項目 教職員の共通理解に基づく学級づくり・授業づくり 教職員自己評価 Ａ ・若い教員が先輩教師から学び、また、互い ◎ ◎ 解が図れているようである。
指標 教職員がよく連絡を取り合い、互いの学級経営の状況を把握し学年・学年部等 のよさを認め合える同僚性を構築する。 保護者は、学級目標に対する理解が乏しいので、保

でそれぞれの課題の共通理解を図りながら学級経営や授業を進めた。 ・各自が学校の推進力としての責務を果たす 護者も巻き込んだ取り組みを改善策として検討するこ
項目 学級経営の基本理念 教職員自己評価 ・報告・連絡・相談体制の徹底を図り、学校 とも必要ではないかと思う。
指標 児童が学校生活を楽しいと感じられるような支持的風土や学習習慣づくりに努めた。 児童の様子 の信頼を高める。
項目 教育の専門家としての実践的指導力の向上 研究記録 ・一人一人が専門性のある個性豊かな教員を 先生方は熱心に研修し、授業を工夫し、子どもたちも頑

教職員の 指標 校内研究が計画的に推進できている。 教職員自己評価 めざし、先進校視察や自己研修と知識の共 張っている印象を受けた。参観日にはすべての先生が自信
資質と実践 項目 研修したことの共有化と共通理解 教職員自己評価 Ａ 有化を図る。 ◎ ◎ を持って、大きな声で望んで欲しい。研究授業や研修が
的指導力 指標 社会の変化に対応した教育の創造に向けて進んで研修し、自己 ・授業力の向上を目指し、研究授業や公開授 計画的に進んでいるのは安心できる。外部の関係者にも
の向上 を高めるようにしている。 業等を継続する。 それが伝わると理解が深まるであろう。



項目 安全点検の徹底 点検記録 ・安全点検を確実に実施し、環境の整備に計 安全点検はきちんと行っているが、校舎も古くなってい
施設整備 指標 安全点検が確実に実施され、営修繕ができている。 教職員自己評価 Ｂ 画的に取り組む。 るので常に安全な環境であるか、子どもが生活する場とし

項目 学習・生活の場として適正な施設設備の管理整備 教職員自己評価 ・清掃、掲示物等の生活環境の整備と共に、 ◎ ○ て適正な施設設備の整備ができているかを見つめ直す
指標 学習・生活環境の整備が計画的にできている。 備品等の学習環境を充実する 必要がある。工夫の余地は考えられるので、さらなる

充実に努めてもらいたい。B 評価で妥当だと言える。
項目 分かる授業づくり 授業研究 ・教科担任制と少人数授業、同室複数指導な 少人数授業、同室複数指導などの指導形態を取り入
指標 児童が「分かった」「できた」と思える楽しく達成感のもてる 学習記録 どにより、きめ細やかに基礎基本の定着を れ、きめ細やかに基礎基本の定着に向けた取組が実践

授業を行うよう、創意工夫に努めた。 児童の様子 図り、到達度に応じて補充学習を行う。 されている。さらに、ぐんぐんタイムや朝の読書の時
項目 個に応じた指導の工夫と基礎基本の定着 学習記録 ・基礎学力の定着と発展的な学習の充実に努 間を設定し、基礎・基本を大事にしていることが分か

基礎・基本 指標 新学習システムやきめ細かな指導、ぐんぐんタイムでの習熟学習 ノート、評価資料 めるとともに、学習意欲を喚起するために る。しかし、個に応じた指導という点で、工夫の余地
の確実な定 等、個に応じた指導を工夫した。 教職員自己評価 Ｂ 体験的な学習を取り入れる、言語活動の充 は残されている。躓きや到達度を把握する工夫をもう
着と創造性 項目 朝の読書活動 読書記録 実を図るなど指導法の工夫・改善を図る。 ◎ ◎ 少し考えたい。先生によっても、子どもへの関わり方
の伸長 指標 ブックママと連携する等、読書意欲を喚起し、年間５０冊以上の本を読む ブックママ記録 ・情報教育機器の活用を有効にする の工夫に違いがあるので、今後の取組に期待したい。

ことができるよう取り組んでいる。 児童の様子 ・評価基準と評価方法について教職員が協議 保護者アンケートでも、保護者が先生方の努力を認
項目 体験的・問題解決的な学習の展開 授業記録 し、共通理解して評価にあたる。 めながらも、さらに、すべての子どもに「分かる授
指標 体験を通して主体的に学ぶ学習展開や学習形態を設定し、学ぶ意欲や関心を高めた。 授業公開 ・ぐんぐんタイムについて、赤穂ドリル等を 業」を期待していることが分かるので、家庭での宿題

教 項目 評価方法の創意工夫 ノート 活用した内容と目標の年間計画を立てて取 をきちんとする習慣作りとも関連させながら、さらに
指標 評価基準や評価方法を適切に定め、達成状況を把握し、評価の観 評価資料 り組む。 充実させて欲しい。

点に沿った評価を進めている。 児童の様子 ・おすすめの本のリーフレットを活用する。
項目 全教育活動の中での道徳性の育成 ・地域教材を活用し、地域の先人の生き方に 道徳の授業と全教育活動を関連させ、自分を大切に、そ
指標 全領域において道徳性を培うように計画している。 学び、郷土愛を育む授業を行う。 して、友だちを思いやり支え合う人間関係づくり、楽しい

育 道徳教育 項目 互いを認め合う学級作り 児童の様子 ・さらに、子どもの心情に迫る授業力の向上 学校づくりをめざしていることが、伝わってくる。道徳の
指標 学級の中で、人間の生き方の自覚や道徳的実践力を育成している。 アンケート Ａ を図る。今後も、全ての教科、全領域で豊 ◎ ◎ 時間もきちんと確保されており、計画的に進められている
項目 道徳カリキュラムの整備と道徳の授業 カリキュラム かな心（道徳心・感性）と道徳的実践力を培 ことがカリキュラムで分かる。参観日に道徳の授業も公開
指標 カリキュラムを整備し心に響く授業を心がけ、違う価値観 教職員自己評価 う取組をする。 されているので、家庭との連携もうまく機能しているよう

を認めあえるようにしている。 に思われる。Ａ評価で妥当だと言える。
課 項目 地域を学び、地域を大切に想う心の育成 カリキュラム ・総合的な学習の時間の年間計画と評価基準 環境体験学習や町並み探検、福祉体験学習、地域の人との
総合的な 指標 地域や児童の実態に応じた特色ある展開がなされている。 アンケート 表を見直し、福祉・国際理解・環境・食な 交流など、よく取り組んでおり、Ａ 評価でもよいのではないか。
学習の時 項目 各教科との関連を図った指導の展開 教職員自己評価 Ｂ ど各テーマにおけるねらいと児童につけた ○ ○ 保護者のアンケートから、他の学年の総合的な学習の内容や
間 指標 各教科で身につけた知識や技能を相互に関連づけ、学習や生活に生か 授業研究 い力を明確にして実践する。 地域人材の活用についてあまり知らないのではないかと思われ

して総合的に働くようにしている。 る。情報発信をすれば、評価はもっとあがるだろう。
程 項目 自発的・自治的な態度、支持的風土の涵養 児童の様子 ・中西播磨特別活動研究大会での公開授業に 人権教育の一つの柱として、異年齢集団の活動に熱心
特別活動 指標 児童は、学級活動・行事・クラブ活動・委員会活動等に積極的に参加し、仲 教職員自己評価 向け、学級活動Ⅰ、Ⅱの授業のあり方につ に取り組まれ、児童が、仲よく楽しく学校生活を送っている

間を思いやった行動ができている。 アンケート いて一層研修 を積み授業力を向上させる ことがわかる。縦のつながりが希薄になりやすい規模の学校
項目 自主的・実践的な活動の活性化 授業研究 Ａ ・児童会活動・学校行事の活性化等指導方法 で、異年齢集団の関わりを大切にするのは大変よい。また、
指標 学級活動（話合い活動）や係活動などに進んで参加し、学級でのより良 児童の様子 の研究を行う。 ◎ ◎ 先生方がより良い学級生活や学校生活づくりを目指して活

い生活を目指して諸問題の解決に努めている。 授業研究 ・たてわり班活動をさらに児童主体の充実した 発に話し合いの活動を展開している。さらに、その充実に向
項目 異学年交流（たてわり班活動） 児童の様子 ものとする。 け、先生方が話合い活動の指導法の研修を積まれているこ
指標 にこにこ班等の異年齢集団の中でふれあい協力する中 教職員自己評価 ・道徳と特別活動を関連づけた指導を推進す とも分かり、A評価で妥当であると思われる。

で、認め励まし合う仲間づくりができている。 る。
項目 一人一人の教育的ニーズに応じた特別支援教育の充実 教職員自己評価 ・特別支援学級の児童の集会での表現の場を 特別支援学級への支援体制、子どもの意識など、とてもよく、
指標 校内委員会を中心に、児童個々の課題を明確にして一人 指導記録簿 設定するなど、全校児童の中で表現の場を 暖かい雰囲気がつくられているように感じられる。啓発活動に

一人の発達段階に応じた指導を行うよう努める。 設け、特別支援学級への理解を深める。 取り組んできた成果が表れていると思われる。しかし、特別支援
特別支援 項目 適切な就学指導 就学指導記録 ・専門家を招聘し研修を深めると共に校内支 ○ ◎ 学級に在籍していなくても支援を要する子どもたちへの理解を
教育 指標 就学指導委員会を設け、関係機関との相談を実施し、適切 教職員自己評価 Ｂ 援体制の充実を図る。 深める取組も進めてもらいたい。保護者への啓発活動について

な就学指導に努めている。 ・個別の指導計画の策定を図る。 も、共通理解を図って、力を入れてさらに取り組んでいくことが
項目 校内支援体制の充実 教職員自己評価 ・啓発活動（保護者・地域への情報提供と情報 必要であろう。その意味で、改善策は妥当である。
指標 カウンセリング研修・特別支援教育研修を持つことができている。 指導記録簿 収集）を計画的に行う
項目 仲間づくり 児童の様子 ・きめ細やかに児童の様子を把握し、心の変 先生方の自己評価で「思いやりの心を育てている」とい
指標 自他の命を大切にし思いやり助けあい支え合う共生の心を育ててきた。 アンケート 化に気付くように教師の意識を高める。 う問いに対して、ほとんどが当てはまるという解答を得て
項目 人権尊重の環境整備 教職員自己評価 ・さらに教師の人権感覚を高める校内研修の おり、また、保護者アンケートで「子どもは友だちと仲良
指標 言語環境や教室環境、校内掲示を含め、人権的環境を大切にし、人 点検記録簿 Ａ 充実に取り組む。 くできている。」に対しても高い評価を得ていることから

人権教育 権尊重の精神に立った教育環境を整備した。 ・自尊感情を育む授業を創意工夫すると共によ ◎ ◎ よく取り組んでいることが分かる。今後は、子ども達の自
項目 自尊感情を育てる 児童の様子 さを認める言葉かけを細やかに行う。 尊感情をさらに育むにはどうしたらよいかを保護者と共に探りな
指標 日々の教育活動やふれあいの中で、自信の持てない児童に自 教職員自己評価 がら、人権教育を進めていくとよい。また、教師の人権感覚を高

尊感情を育てる指導をしてきた。 アンケート める校内研修会を推進していただきたい。

自己評価における特記事項 項目以外の点での来年度の課題や具体的改善方法

・特記事項なし ・特記事項なし


